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株式会社との提携について 

～ＣＯ２排出量可視化によりお取引先企業さまの脱炭素への取組みを支援～ 

 

北海道信用金庫（理事長 佐藤 信明）は、三井物産株式会社の１００％子会社であるｅ－

ｄａｓｈ株式会社（代表取締役社長 山崎 冬馬）と連携し、中小企業が課題とするＣＯ２排

出量の算出及び削減計画の策定を支援する「ｅ－ｄａｓｈ」サービスのお取引先企業さまへの

紹介を下記のとおり開始しますのでお知らせいたします。 

当金庫は、今後ともお客さまの多様なニーズにお応えできるようサービス向上に努めるとと

もに、地域社会における脱炭素化実現に向け取り組んでまいります。 

 

記 

１．お取引先企業さまへの紹介開始日 
 

  令和４年１０月１３日（木） 
 

２．「ｅ－ｄａｓｈ」サービスについて 

 （１）サービス概要 

    「ｅ－ｄａｓｈ」は、利用者の方が電気やガス等の請求書をアップロードするだ

けで、簡単かつ効率的にＣＯ２排出量（Ｓｃｏｐｅ１※１、Ｓｃｏｐｅ２※２）を算出で

きるサービスで、月額１万円（税別）からご利用いただけます。 

さらに、サプライチェーン全体におけるＣＯ２排出量（Ｓｃｏｐｅ３※３）について

も、ソフトウェア上で手軽に算出・可視化できます。 

     また、「ｅ－ｄａｓｈ」では、算出された結果に基づき、ＣＯ２排出量削減目標の設

定支援や、省エネルギー設備・太陽光パネルの設置等のＣＯ２排出量削減に向けたソ 

リューション提案も行っています。なお、当金庫は計画実行に向けた資金調達等のご

相談をお受けいたします。 
 
      ※１ Ｓｃｏｐｅ１ ： 事業者自らによる温室効果ガスの直接排出（燃料の燃焼、工業プロセス） 

      ※２ Ｓｃｏｐｅ２ ： 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出 

      ※３ Ｓｃｏｐｅ３ ： Ｓｃｏｐｅ１・２以外の間接排出（事業者の活動に関連する他社の排出） 
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 （２）サービスの特徴 
 

簡 単 
電気やガス等の請求書をアップロードするだけで、事業を通じ

て排出されるＣＯ２排出量を手軽に自動で算出 

正 確 
ＧＨＧプロトコル※４に準拠した算出を行っており、環境省を

はじめとする公的機関の利子補給事業等にも活用可能 

安 価 
拠点数に応じて月額１万円（税別）から利用可能であり、中小

企業への金銭的負担も少ない 
 
※４ ＧＨＧプロトコル ： 国際的なイニシアティブにおいて利用を推奨される、温室効果ガス 

（ＧＨＧ）排出量の算出・報告における基準です。 

 

３．ｅ－ｄａｓｈ株式会社の会社概要 

 

企 業 名 ｅ－ｄａｓｈ株式会社 

設  立 令和４年２月 

代 表 者 山崎 冬馬 

資 本 金 ５００百万円（令和４年３月末現在） 

株  主 三井物産株式会社 １００％ 

主 な 
事 業 内 容 

ＣＯ２排出量可視化・削減サービスプラットフォーム 

「ｅ－ｄａｓｈ」の開発・運営 

 

４．その他 
 

  当金庫では、環境対策のためのＣＯ２排出量削減や省エネルギーに寄与する事業及び事業

所への融資を促進することを目的として「環境対策応援ローン」を取り扱っております。 

  ＣＯ２排出量削減計画の実行のための省エネルギー設備・太陽光パネルの設置等の際には、 

「環境対策応援ローン」などによる資金調達支援により、お取引企業さまをサポートいたし

ます。 

以 上 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 業務企画部 担当：園山 ℡ 011-241-2120 
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